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は、 お前の 運命が よくない という 知らせ だ。 

だが、 運命と いう もの は、 ある 点まで 自分の 手で こ 

しらえ 直す ことが 出来る。 わしの ように 老人に なると、 

そのこと が はっきり わかる の だ。 自分の 運命 を 自分の 

手で よくな して ゆく ことが、 人間の 一 番 大切な 仕事な 

の だ。 〔# 「なの だ。」 は 底本で は 「なの だ」 U 

よい か、 ケメ トス や、 お前 は あまりよ くない 運命 を 

にな 

荷って るよう だから、 それ をよ くな そうと 努めな けれ 

ばいけ ない。 さもないと、 お前の 終わり はきつ と 悪い。 

わかった か、 ケメ トス や」 

ケメ トス は 何とも 答えないで、 ただうな ずいて みせ 



にね、 ケメ トス や」 

ケメ トス はお 祖父さん の 首に 抱きつきました。 ぉ祖 

父さん は 黙って 涙 を 流しました。 ケメ トス は その 涙 を 

-ゃ あ 

拔 いて やって、 それから、 きっと 名前 を 揚げる と 誓つ 

て、 勇んで 都へ 上りました。 

国王 はケメ トスが まだ 十五 六 歳の 若者で あるの を 見 

あんが い 

て、 案外な 気がされました。 しかし その 技 をた めして 

ま しゃく 

みられる と、 初めて 舌 を 捲いて 驚かれました。 十 尺 

二十 尺 ほど もい きなり 飛び上がる ばかりでなく、 飛び 

下りる 方になる と、 七 八十 尺の 高い 所からで も 平気で 

飛んで、 すっくとつつ 立って るので す。 



た 星 明りでした。 大河の 流れが えんえんと 続いて おり、 

所々 に 森が こん もりと 茂り 、宮殿から ずっと 都の 町が 

やねな み そろ 

屋根 並 を 揃え、 その 間々 は、 見渡す 限り 見物人で 埋ま つ 

て いました。 

ケメ トス は、 空の 星に 向かって 最後に も 一度 心で 祈 

たいまつ 

り、 それから、 右手の 炬火 を 三度 輪に 振って、 飛び 下 

りる 合図 をし ました。 どっと 歓呼の 声が 響いて、 あと 

はし いんと 静まり返りました。 ケメ トス は 右手に 高く 

炬火 かざしながら、 大河の 深い 淵へ 向かって 力 いっぱ 

い 飛びました。 〔# 「飛びました。」 は 底本で は 「飛び まし 



人々 は 息 を 凝らして、 塔から 離れた ケメ トス を 見つ 

めました。 ところが ケメ トスの 体 は、 塔の 下の もうせ 

んの 上へ 落ちて 来ないで、 あたかも 羽が 生えて 飛ぶ よ 

うに、 すっと 空 を 掠めて、 炬火の 光 を 長く 尾 〔# ルビの 

ほど はな 

「お」 は 底本で は 「をヒ に 引きながら、 程 離れた 大河の 淵 

へ 落ち こんで、 そのまま 見え なくなって しまいました _ 

あまりに 見事な のと あまりに 意外な のとで、 人々 はし 

ぼう ぜ ん 

ばらく 茫然と していました。 

やが て その 驚きが 静ま ると、 新たな 騒ぎが 起こり ま 

した。 王様の 命令に よって、 人々 は 急いで 舟 を 河に 出 

して、 ケメ トスが 陥った 淵 を 探し 始めました。 その 
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